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中近東アナ トリア地域は､古代より数多くの民族や文化が交錯し､複雑な歴史背景を有してい

る｡今 日までに トルコ共和国の トロイやゴルディオン等の主要遺跡を基に文化編年が構築されて

おり､この文化編年は､オリエン ト考古学において主要な役割を果たしている｡ しかしながら､

近年の 14Cや年輪年代測定､あるいは､各種遣物の形態学などからこれらの編年に矛盾が指摘され

はじめ､新たな信頼できる編年構築がアナ トリアにおける共通のテーマとなっている｡ トルコ共

和国カマン ･カレホエツク遺跡も同様のテーマを据え､発掘調査を行なっている遺跡の一つであ

る｡本遺跡でも､これまでに 14C 年代測定の導入が試みられたが､編年構築に対する有力な結果は

未だ得られていない｡本研究では､これまでに構築された編年に対して数値年代を導入し､より

客観性のある編年を提示することにある｡

測定試料は､当遺跡の調査記録､出土遣物を基に､炭化物 (単年性植物を優先)､人骨 ･獣骨､

および､土器を選択 した｡いずれも､出土状況の明らかなものを用いており､層序関係から相対

的な年代が明らかなものを対象試料とした｡すなわち､得られた 14C 年代値は､出土層位から新旧

関係を明らかにし､Oxcalにて統計処理を行なうことで文化層境界とともに暦年代を出力した｡

Figurelは､測定結果より得えられた数値年代を用いて表した編年であり､考古学的手法によっ

て構築された編年を多くの点で支持している｡特に､鉄器時代 ⅠId層 (暗黒時代)および ⅠIc層の

境界では､Huber､Kuniholm 氏らが年輪年代測定によって得た 884BC を的確に示している｡ ま

た､測定結果の中には､本遺跡にて未だ確認されていない文化､時代層の存在することを示唆す

るものも確認されている｡アナ トリア考古学における諸問題に対 していくつかの考察すべき点が

上げられる｡

･ビザンツ時代終鳶直後のセルジュークの痕跡

･アケメネス朝終鳶後のガラティア人の存在

･フリュイギア王国の終蔦年代

･アッシリア商人居留地時代終鳶とヒッタイ ト帝国開始年代

･アッシリア商人のアナ トリ介入時期

･プレヒッタイ トの存在時期

これらは､これまでに考古学的根拠が乏しく､明らかにされていない問題であったが､本研究に

よりそれぞれに重要な根拠や証明を与える結果となった｡

今後も､測定点数の少ない文化層を中心に 14C 年代測定を継続してゆき､より明確な年代決定を

行なってゆくつもりである｡
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TheAnatolianareainMiddleEasthastheintricatehistorybackgroundduetothemix山reofmanynationsand

cu加Ⅰ･essinceancienttimes.Recently,theculturalchronologleShasbeenconstmctedbasedonarchaeologlCal

evidencesobtainedfromthekeysitesinTurkey,forinstanceToryandGordionsites.TheyplayedakeyroleinOriental

Archaeology･However,thesechronologiesbegantoindicatesomecontradictionsagalnStnewevidencesbasedon14c

dating,dendrochronologyandtypology.ThereisthecommonthemetoreconstructareliablechronologyinAnatolia.

TheKaman-kaleh6ytiksiteisalsooneofkeysitesthatareexcavatedforthesameaim･Although14cdatingwas

carriedoutforexcavatedmaterialsinthissiteabouttenyearsago,nousefulresultforthechronologyhasbeenderived

yet･Inthiss山dy,basedonAMS14cages,Wewouldliketointroducethecalendaragestotheculturalchronology,and

indicatethemoreobjectivechronology.

Charredmaterials(mainlycharredgrains),humanandanimalbonesandshardsofearthenwarefromtheKaman-

KalehoyuksitewereselectedfわrAMS14cdating,basedonexcavationreportssince1986･Allsamplespossess

detailedinfわ-ationlikeexcavateds血ationandrelatedages･Theobtained14Cageswerecalibratedtocalendarages

andboundaryagesofeachculturalstratum,withanOxCalprogramusingtherelativeagesofmeasuredsamples･

Figure1showstheestimatedchronologyoftheKaman-Kalehoplksiteestimatedbytheobtainedresults.Thischart

maintainsthearchaeologlCalchronologyverywell.Especially,theboundaryagesbetweenIronagestratumIId,Dark

age,andstra山mIIcarequlteCOnSistentwiththedendrochronologlCalageof884BCdatedbyHuberandKuniholum･

Therearealsosomeresultsthatsuggesttheresidenceofpeoplesforsomeunconfirmedperiods.
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